
ふるさと川柳・俳句等　　　

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0500 とんこつくん 思い出 川遊び 変わり果てたり 砂防ダム 

B0499 山猿 晩秋 枯れ尾花 茜に染めて 夕陽沈む 

B0498 show 秋 モクセイの 香り漂う 散歩道 

B0497 show 秋 父母想い とじる瞼に 色なき風 

B0496 山猿 のろけ I　Love Youと 告られた こともありました 

B0495 show 引っ越し奮闘中 むっかしか 後期高齢 CGI 

B0494 show ホームページ引っ越し準備奮闘中 ふるさとの 引っ越し準備 あたふたと 作りし構文 バグに阻まれ 

B0493 山猿 台風接近 はえん風（南風）名前が付いたら 大暴れ 

B0492 山猿 未来 少子化対策 田の神さあに 頼んもそ 

B0491 show 何する 朝起きて さあ何しよう 何もなし  

B0490 K 水面 五月晴れ 水田に映る 青い富士 

B0489 山猿 人生百年 レザ－トに 色とりどりの 持病薬 

B0488 K ホトトギス 里山の 四季を変えるか ホトトギス 

B0487 K 子守歌 令和の子 眠れぬ昭和の 子守歌 

B0486 Show 春よ来い この冬も もうすぐ終わり 春よ来い ひとつひとつと 季節をかぞえ 

B0485 K 酒 アルコール 二日休んで 三日飲む 

B0484 Show 気候変動 今日夏日 明日は十度と どうするの 

過去の投稿５００句



B0483 K 初冬 小春日の 冬まじかだと モズが鳴く 

B0482 K コスモス コスモスの 花びらたれる 秋の雨 

B0481 K 彼岸花 彼岸花の 赤白黄色 咲き乱れ 

B0480 K 夏終わり 夏草の 後を追いかけ 萩の花 

B0479 K スマホ スマホ持ち 老いが戸惑う デジタル化 

B0478 K 誕生日 誕生日 覚えていても 齢忘れ 

B0477 K 隣町 周辺を 困った国に 囲まれる 

B0476 K 戦争 戦争が 続く地球は 丸くない 

B0475 Show 暮らし 我がこっで せっぺなとこい 寄付が来っ 

B0474 Show 子守歌 紫陽花を ゆらす雨音 まどろみぬ 

B0473 Show 遠い日々 ぬける空 友と遊びし 木陰には 夏草の香と　兜クワガタ 

B0472 K 招かざる 招かざる コロナに花粉 ロシア兵 

B0471 K 春眠 朝眠く 昼はまあまあ 夜ねむれず 

B0470 K ごめんねと ごめんねと 素直に言える 大切さ 

B0469 K お蔭様 人生に 忘れてならぬ お蔭様 

B0468 K 望郷 望郷の 思いが募る 手酌酒 

B0467 Show 季節を重ね あちこちと 知らず手を置く 春の朝 

B0466 Show メール 数十年 会えてぬ人から 来るメール 

B0465 K 腹 腹八分 残りの二分で デザートを 

B0464 K 株 オミクロン 株の下落を 待つばなり 

B0463 Show 西郷輝彦 「君だけを」 歌を残して 星になる 



B0462 Show 春近し 如月や 鶯もこぬ 街の梅 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0461 Show ふるさと ふるさとは 記憶の中の 十五年 

B0460 K コロナ 止める事 出来ない見えぬ オミクロン 

B0459 Show 春近し 春雨に 思い浮かべる キャンディーズ 

B0458 K 旅 金持ちが チョツトそこまで 宇宙船 

B0457 Show 添付ファイル 意味深な 添付ファイルに 思い馳せ 

B0456 K コロナ 家ごもり コロナが老いを 加速させ 

B0455 K 血圧計 :血圧計 薬と酒に 揺れ動く 

B0454 K 脳 脳の錆 プラス思考で 削り取り  

B0453 K 笑顔 良薬は 妻の笑顔と 上手い酒 

B0452 K 年賀 干支だけが 変わる賀状を 送る幸 

B0451 K 賀状 賀状いま 飛び出しそうな 猛虎かな 

B0450 K 正月 玄関に あふるる靴よ 三が日 

B0449 K 正月 帰省した 五黄の虎と 屠蘇を酌む 

B0448 K ヒャッキン 百均も ますます捨てた もんじゃない  

B0447 K 五体 目鼻口 全ての部品が 期限切れ 

B0446 K 茶柱 茶柱の 立たぬ粉茶を 嫁が淹れ 

B0445 K ますく 弁当忘れても 傘とマスクは 忘れるな 

B0444 K 酒 祈ってる いつかは皆で 酒を呑む 

B0443 K 新米 タマゴかけ ごはんが美味しい 新米だ 



B0442 K 夜 明けぬ夜は ないと信じて 目を閉じる 

B0441 K 財布 やっちゃった 洗濯機から 財布出た 

B0440 K 肩こり 肩と腰 年には勝てぬ 悲鳴あげ 

B0439 K マスク マスク顔 目だけで分かる 思いやり 

B0438 K 人生 人生に 正解なんて ありません 

B0437 K コロナ 平和な世 いつまで揺らす コロセ風 

B0436 K 宝 お宝も 手放すときは ただのゴミ 

B0435 K 寿司 寿司のネタ チーズも肉も 使う現在 

B0434 K 角 妻の角 米寿の頃に 丸くなる 

B0433 K ショウヘイ ショウヘイが 増える予感の 新生児 

B0432 K コロナ 平和な世 いつまで揺らす コロナ風 

B0431 K ちらし 特売の チラシは妻の 愛読書 

B0430 K ワクチン ワクチンを 二回終えると ほっとする 

B0429 K 酒 妻は旅 今日は気合いだ ハシゴ酒 

B0428 K 風鈴 風鈴が 遠慮しながら 部屋の中 

B0427 K 雨 傘持たず 出た日に限り 雨に会い 

B0426 K ニガゴイ ニガウリを 今日のカレーに 鎮座する 

B0425 K 答弁 お答えを 致しますだけ 良く聞こえ 

B0424 K コロナ禍 コロナ禍は 答えの出ない 事だらけ  

B0423 K 孫 パソコンを 教えた孫が スマホの師 

B0422 K 数値 胴回り 数値気になる 健診日 



B0421 K 茶柱 茶柱の 楽しみ消えた 深蒸し茶 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0420 K 耳 聴く耳を 時々棚に 上げて置く 

B0419 K ワクチン 接種終え 心の箍が 緩みだす 

B0418 K キャシュレス キャシュレス 札もサイフも 身につけず 

B0417 K リニューアル リニューアル した筈の腰 また痛み 

B0416 K コロナ 二度接種 済んで世界の 変化待つ  

B0415 K あじさい あじさいも 人も土壌で 色変わる 

B0414 K 風呂焚き 焚きもんで 風呂を沸かした ガキのころ 

B0413 K デジタル デジタルの 波に備えて ネジを巻く 

B0412 K 五輪 コロナにも スマホにも慣れ 五輪待つ 

B0411 K ホームラン 大谷の 海越えて来る ホームラン 

B0410 とんこつくん fujisan1 fujisan1が 何だかわからぬ 急に消え 

B0409 Show 大谷選手活躍 ショウヘイと 叫ぶテレビに 振り返り 

B0408 fujisan1 人生 匙投げた 人生だけど 欲はある 

B0407 fujisan1 花粉症 畜生と 聞こえた花粉 大クシャミ 

B0406 fujisan1 かみさん かみさんの 機嫌解らぬ 大マスク 

B0405 fujisan1 青葉 目に青葉 入れ歯しっかり 初鰹 

B0404 fujisan1 人生 苦と楽を 交ぜて人生 一歩ずつ  

B0403 fujisan1 諭吉 諭吉さん たまには家に よっとくれ 

B0402 fujisan1 内緒 内緒ごと 一つや二つ ほっかむり 



B0401 fujisan1 毎日を 平穏無事で 過ごす日々 

B0400 fujisan1 時極 麻生さん 辻褄合わせで 大変だ 

B0399 fujisan1 人生 鈍行で ゆらりゆらりと 行く余生 

B0398 fujisan1 トレーニング 読み書きも 歩くノートレ 老いはずむ 

B0397 とんこつくん さくら 幼き日 自分で植えた 桜咲く 

B0396 fujisan1 人生 からっぽの あたまに一つ 種を置く 

B0395 fujisan1 諭吉 諭吉消え 一葉わびし 我が財布 

B0394 fujisan1 春 吉報の 重なり春の マイポスト 

B0393 fujisan1 就職 愚痴よりも 汗で耐えろと 父の辞書 

B0392 fujisan1 休肝日 新聞も 酒も恋しい 休かん日 

B0391 とんこつくん 帰省 忙しく 今度も帰らぬ 内之浦 

B0390 Show 時の流れ あちこちの 痛み押さえて 大掃除 

B0389 とんこつくん 部落名 苦労して調べて読めた侍金 

B0388 とんこつくん 内之浦 今はなきどこからどこまで内之浦 

B0387 とんこつくん ふるさと内之浦 Showさんの 作ったサイトに 救われる 

B0386 Ｓｈｏｗ 「ふるさと内之浦」早や２０年 ふるさとを 懐かしがって 作ったが 振り返え見れば 早やふた昔 

B0385 とんこつくん 梅雨 ふるさとの梅雨が気になる天気予報 

B0384 とんこつくん しりとり ふるさとの 言葉でしりとり 懲りにけり 

B0383 Ｓｈｏｗ 流れ 一年を 短く思える 歳になり 

B0382 とんこつくん 施設 なかみぞの たのかんさあも 施設入り 

B0381 とんこつくん 十五夜 十五夜に 相撲を取る人 大人だけ 



B0380 山猿 摂理 春花見 夏来て花火 秋月見 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0379 miki 故郷 目を閉じて はるばる思う 理想郷  

B0378 Show 梅雨 紫陽花を 転び落ち行く 雨しずく 

B0377 えんじん 季節は変わる 軒下の つばめ四羽 巣立ち往く 

B0376 山猿 立春 春が来た春が来たよと草木山川（そうもくさんせん） 

B0375 Show 新たな 初春に 思い新たに さあ一歩 

B0374 ｈｎｏ１２ ふるさと ふるさとの 

B0373 Show ・・・ この夏の 思いを背なに 赤とんぼ 

B0372 山猿 秋 衣食住 足りても思う 故郷の海山 

B0371 Show ふぅ！ ふるさとの 海に抱かれて 休みたい 

B0370 Ｓｈｏｗ 無題 煩悩か わずかな願望 捨てられず 

B0369 なめこ 収穫 芋ほりに 爺婆孫も 数のうち 

B0368 なめこ 秋なのに ひまわりと コスモスコラボ 迂回道 

B0367 Show 秋 秋風に 空を見上げる 恋心 

B0366 やっとかめ 俳句 ふるさとを テレビで見てて 帰りたい 

B0365 かいもあめ その手があった ドライブは いつも楽しい 耕運機 

B0364 かいもあめ 闇夜 焼酎飲ん やんぐらすんで はんとけっ 

B0363 かいもあめ 懐中電灯で照らすと 山猿が 旦那に見える 闇の夜 

B0362 かいもあめ 十五夜 うっかたが 美人に見える 月の夜 

B0361 かいもあめ 波の音聞きながら詩を ヨカ晩な 詩に聴こえる 波の音  



B0360 亀 お盆 盆やっで 一晩泊まる 同じ町 

B0359 かいもあめ 年二回です 思い出は 盆正月 内之浦 

B0358 かいもあめ ひっそり偲ぶでもあり 里帰り ひっそり忍ぶ 盆踊り 

B0357 かいもあめ ついでた古い話で 昔話 おまいやったか スイカ泥 

B0356 かいもあめ 空気になじめず 娘ムコ 気をつこすぎっ すんくじら  

B0355 かいもあめ 肝がなごならんな! 気はつこっ 銭なつこわん 娘ムコ 

B0354 かいもあめ 妻の実家は獲れたて魚 妻の家 ごっそばっかいで 気をつこっ 

B0353 かいもあめ 電池あれば怖い物なし 補聴器 電池をこてけ 聴こえんど 

B0352 かいもあめ 親のふる里へ 夏休み ジジババつれて またきたよ 

B0351 かいもあめ 晩酌 飲んすぎっ 悪酔いしてん また今夜 

B0350 かいもあめ 涼しくなります 焼酎飲ん ピールにすいが クソ暑か 

B0349 かいもあめ 夏の思い出 夏やすみ 麦わら帽子 懐かしむ 

B0348 山猿 ぬっかぁ 灼熱で お尻も顔も 真っ赤ッか 

B0347 かいもあめ 猿でもわかる 山猿が サルっきゃっな ぬきかんど 

B0346 かいもあめ お盆帰省 墓参り おはんなだいけ 見たこっがねっ 

B0345 かいもあめ 種子島は近いので 明日かい 通勤じゃが 種子島 

B0344 わん 甫与志岳じゃねどん 荒西山から見れば、そこじゃど、種子島。 

B0343 かいもんてんぷら うそやっど  ツワ食えば シワがへいげな うそをゆな 

B0342 かいもんてんぷら 近く感じる 船よっか 泳いで行こう 種子島 

B0341 かいもんてんぷら 設定間違い カーナビで まっごて着いた 内之浦 

B0340 かいもんてんぷら 肥えた妻 風呂沸かし うっかたへれば お湯溢れ 



B0339 かいもんてんぷら カツラ屋さん ハゲびんた 「」がよかで 毛をこけき 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0338 かいもんてんぷら 休憩はいつも 珈琲と かいもんダゴで ティタイム 

B0337 なめこ 雨 まいったな 仕事泣かせの雨が降り 

B0336 かいもんてんぷら いいとこです 日は落ちて 帰りたくない 辺塚浜 

B0335 なめこ デビュウー 昔の名 改め里で 暮らす日々 

B0334 かいもんてんぷら 車酔い 曲がり道 飲まんうっかい ちよくろて 

B0333 かいもんてんぷら 腹もへりますが　w パチンコで ぐぁらっ負けっ 夜がへった 

B0332 かいもんてんぷら 遊びはいつも元気だが あすっさり しごつさすれば だえくろて 

B0331 かいもんてんぷら 消しゴムは必需ですね 事務員が 消しゴム忘れ ケセンだご 

B0330 かいもんてんぷら お茶は体にいいけど 立ち寄れば 茶ばっかいで 腹ふくれ 

B0329 亀 暑い ぬきがよー 涼んけいこか 病院 

B0328 かいもんてんぷら たまには貝も食べたい 晩メシゃ ないかたらんが けをこてけ 

B0327 かいもんてんぷら 焼酎足りず不満　怒る だいやめで ショつが足らじ はらかっぼ 

B0326 かいもんてんぷら 報復恐れて身を守りたい われこっぼ 里に帰れば ヘルメット 

B0325 かいもんてんぷら 昔恋人　今ボケて心配に 昔彼 信号無視の 交差点 

B0324 かいもんてんぷら 追いつかれます 婆さんが 軽トラ飛ばし 老い疲れ 

B0323 亀 からいもてんぷら にっぎゃけ 食べたくなっど うんめガネ 

B0322 かいもんてんぷら 地元以外は通じません こい食えば 何かせんなぁ ケセンだご 

B0321 かいもんてんぷら 知人との再会 久々で 顔当てクイズ 盛りあがり 

B0320 かいもんてんぷら 世代交代 子を連れっ 通訳も兼ね 里帰り 



B0319 かいもんてんぷら ナビの音声を聞いて ナビの声 孫とまっごて たまがった 

B0318 かいもんてんぷら 少しさびしい里帰りです 里がえり 待っているのは いんとネコ 

B0317 かいもんてんぷら 勝手耳 補聴器 都ごわるなれば 電池切れ 

B0316 かいもんてんぷら しあわせは紙一重 しあわせも ぎをいっつえば シワよせだ 

B0315 かいもんてんぷら 電話伝言 獲れたから 取いけこんかち だいやめも 

B0314 そらりす 魚釣り カーナビで どっさい来たが 魚釣いけ 

B0313 そらりす 夏につぶやく こん暑さ ヤマイモホイも 遊びこん 

B0312 山 噂 本人が 居るのを知らず うわさする 

B0311 そらりす 健者のつぶやき まちがうと 認知症と 疑われ 

B0310 そらりす 時代の背景 高齢化 認知症で 芸達者 

B0309 亀 ふるさと 過疎地でも すめば都と ケセラセラ 

B0308 山 老人会 老人会 七十代は パシリ役 

B0307 山 新緑 新緑の 森に汚れた 脳洗う 

B0306 やっとかめ 俳句 故郷は すぐそこなのに 帰れない 

B0305 山 キャリア 改めて 故人のキャリア 知る葬儀 

B0304 山 世の中 何もかも 歳のせいでは 通れない 

B0303 山 癖 くせなんか 無いとくせある 顔で言う 

B0302 山 ムツゴロウ 泥パック しているような ムツゴロウ 

B0301 山 旅 鍋はある 釜を探しに 旅に出る 

B0300 亀 ことば 携帯に 未来予想字 先越され 

B0299 亀 おねだり 子も孫も 機嫌の良い日 お手手出す 



B0298 山 人生 まだ散れぬ 残る余白を 埋めるまで 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0297 山 遺言状 達筆な 遺言状で 遺産なし 

B0296 亀 待ち人 嬉しいな 頭引っ込め 照れ隠し 

B0295 山 ただいま 忘れずに 帰って来ました 夫婦鳥 

B0294 亀 待ち人 この部屋も 鍵かけたるや 長き旅 

B0293 山 たび 何もない 金庫鍵かけ 旅に出る 

B0292 山 旅 運転は 下戸に任せて 盛り上がり 

B0291 山 無洗米 手間と暇 惜しみ買ってる 無洗米 

B0290 松添 春の海 思い出に心浮き立つ海の色 

B0289 山 ウイルス ウイルスが 登校拒否へ するイジメ 

B0288 山 介護 押しかけて 嫁にきたのに 今介護 

B0287 山 春 狭い庭 芽ぶく喜び 春を待つ 

B0286 山 今朝の富士 今朝の富士 酒を飲んだか 赤く映え 

B0285 山 ものわすれ 物忘れ 強い味方に しる手帳 

B0284 山 趣味 古希過ぎて 趣味を余生の 友とする  

B0283 山 人生 どうにでも なれとしぶとく 生きている 

B0282 山 落としブタ 落としブ゛タ 肉屋へ買いに 行った嫁 

B0281 山 借金 借金も ないが余分な 金もない 

B0280 Ｓｈｏｗ 新年 数知れぬ 季節を数え また一歩 

B0279 りんご 宝くじ 宝くじ 買いたいけども 金がない 



B0278 山 宝くじ 宝くじ 暫く夢が 同居する 

B0277 山 老後 他人事と 思った老後 今自分 

B0276 山 ど忘れ 昨日まで 書けた漢字が 辞書の世話 

B0275 山 晩酌 酌む酒も 二合あたりで でる本音 

B0274 山 秋の夜長 眠られず ラジオを友の 長い夜 

B0273 山 歩け歩け 歩け歩け 今朝も命の 貯金する 

B0272 Show あき 秋空に 夏の名残の 入道雲 

B0271 やっとかめ 俳句 故郷は、いつでも帰れる、はずなのに 

B0270 山 一汁一菜 無理せずに 一汁一菜 月の末 

B0269 山猿 暑かア 大地を焦がす灼熱の恋 ああ蝉が鳴く蝉が鳴く 

B0268 山 断酒 友が来て 断酒は明日 からにする 

B0267 山 竿竹売り 竿竹屋 同じせりふで ２０年 

B0266 グレコ 願い事 歳取れど 七夕様に 願い事 

B0265 山 退院 這えば立て 立てば病院 出ると言う 

B0264 Show むかしむかし ままならぬ 思いを胸に 旅立ちぬ 

B0263 山 主役 一度だけ 主役にしたい 野辺の草 

B0262 山 ワラ草履 ワラぞうり 履いた昭和の 古日記 

B0261 山 一期一会 老いて尚 一期一会の 道を行く 

B0260 山 通院 病院へ 行く日ばかりの スケジュール 

B0259 山 暇 暇だから 遺言状を 書いている 

B0258 山 野菜 平等に 育てたはずが 出来不出来 



B0257 山 古希 古希の坂 やりたい事が 山とある 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0256 山 リズム 生活に リズム乱れる 医者通い 

B0255 山 新入生 ブカブカの 制服を着た 新入生 

B0254 山 一年生 ランドセルが 歩いてような 一年生 

B0253 山 程々 程々の 程がわからず 苦労する 

B0252 山 フリーター 政治家も 明日は我が身か フリーター 

B0251 山 針のない時計 針のない 時計であすも あさっても 

B0250 山 言い訳 言訳が 上手で前に 進めない  

B0249 ト 故郷 故郷の良き思いで薄れてく 

B0248 トラちゃん 故郷 故郷の、よき思い出、薄れてく。 

B0247 山 薬 お宝の ように扱う 常備薬 

B0246 山 マジック 習いたて マジックのネタ ちよりみえ 

B0245 山 母 よもぎ摘み 草餅作る 母ありて 幼き日々を 想い返しぬ 

B0244 山 休日 はしご酒 明日は休日 千鳥足 

B0243 山 残高無し 通帳を しんじていたが ０だった 

B0242 山 良妻 妻だけが 困ったときの 我が見方 

B0241 山 栄転 栄転と 祝い言葉で 左遷され 

B0240 山 時間つぶし バス待ちの 時間つぶしで 乗り遅れ 

B0239 山 アナログ デジタルに 老いのアナログ 見捨てられ 

B0238 山 どじょう鍋 どじょう鍋 合わぬ意見が ふきこぼれ 



B0237 山 人生 的少し 外して楽に 生きている 

B0236 山 口達者 口だけは 負けないように うがいする 

B0235 山 甘い白菜 白菜は 藁の鉢巻き きりりと締め 甘み育てて 風にも負けず 

B0234 山 自家菜園 四季の味 自家菜園の 妻の腕 

B0233 山 IT 人の声 消えてしまった IT化 

B0232 山 怠け 元気よく 今日も楽しく 怠けてる 

B0231 山 身を削る 身を削る 自分の身じゃない とこ削る 

B0230 山 目薬 目薬の 漏れる冷たさ 冬の床 

B0229 Ｓｈｏｗ 正月 初春に しみじみ思う イマルかな 

B0228 山 追伸 要するに 追伸だけで 用が足り 

B0227 山 宝クジ 金運線 確かめて買う ジャンボクジ 

B0226 夢子 一言 好きだよと その一言が 言えなくて・・・ 

B0225 gureko すっぴん 手抜きして マスクの下は ノーメイク 

B0224 Ｓｈｏｗ ゆず湯 湯けむりに ゆずの香のせて 夢のせて 

B0223 山猿 生の証
「山のかなた・・・カールブッセ」そこには愛も幸も在った。其の追憶

も人の性

B0222 自然 現況 幸せを 願って遠い 道程を 嫁に来たけど 孤独なりけり 

B0221 山 ど忘れ 年ごとに ど忘れ多く なってくる 

B0220 夢子 スキナヒト スキナヒト 胸が苦しい あなたのせい 

B0219 gureko 物忘れ 忘れぬよ メモした紙を また捜す 

B0218 山 世渡り 鈍行の 人生平和で 通りたい 

B0217 山 故郷 故郷の 青き山河よ もう行けぬ 



B0216 gureko ささやかに これでいい 熱い味噌汁 これで良し 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0215 gureko ささやかでも 贅沢は 欲しがりません 食って寝る  

B0214 山 贅沢 贅沢を 反省させる 機会来た 

B0213 夢子 ない 今日はね 面白いほど うかばない 

B0212 夢子 記憶 忘れたい 忘れたいと 願うほど 記憶の片隅に 君はいる 

B0211 夢子 記憶 忘れたい 忘れたいと願うほど 記憶の中で 君が笑って 

B0210 夢子 勇気 好きですと いえる勇気が あったらな 

B0209 夢子 神様
神様っていじわる あなたを忘れかけていた私に もう一度苦しい春を超

えさせるなんて

B0208 夢子 あなた
こんなに好きなのに どうして振り向いてくれないの 私が好きなのはあ

なただけ

B0207 ジャイアン 俺 俺はジャイアン 歌はうまくて 顔もいい 

B0206 山 復興 復興の 道のり遠く 冬が来る 

B0205 山 引き算 引き算と うまくつき合う 年になる 

B0204 山 神無月 気休めに おみくじを引く 神の留守 

B0203 自然 仕事♪ また異動！ これは新手の リストラか？ 

B0202 山 ストレス 呑み込んだ ストレス今日は 酒に化け 

B0201 山 週末 週末に 時計の針が 動き出す 

B0200 ヨッシー ふるさと 家の裏 民宿あるよ と○わ荘 

B0199 ヨッシー 慕情 内之浦 ああ内之浦 内之浦 

B0198 山 メール 長生きを しろとメールが 肩叩く 



B0197 山 心電図 心電図 動いてますか 夢追って 

B0196 山 邪魔者 ほしがって 揃えた品も 今は邪魔 

B0195 山 ふるさと ふるさとを 語ると酒が うまくなる 

B0194 Show 白髪 少しだけ 白く残して オシャレ染め 

B0193 山 お茶 お茶請けは いらぬお前が 居ればいい 

B0192 山 誉め言葉 誉め言葉 一回ごとに 脳に効く 

B0191 Ｓｈｏｗ ・・・ 思い出を あれこれ乗せて 銀の雨 

B0190 山 四十代 喜寿すぎて 四十代の 夢を見る 

B0189 gureko イケメン主治医 イケメンの 主治医に脈が 乱れ打つ 

B0188 gureko 夫婦仲 円満は 見ざる言わざる 逆らわず 

B0187 山 噂話 耳の裏 噂話を 仕分けする 

B0186 gureko 母こいし 秋の夜に こいしく思う 母の顔 

B0185 山 松茸 朝市の 高嶺の花の 松茸は 香りを嗅いで 素通りする  

B0184 山 自信 激動の 時代を生きた ある自信 

B0183 山 雑草 雑草も 抜くには惜しい 花をつけ 

B0182 山 日付 朝刊の 日付で今日を 確かめる 

B0181 山 老い 逃げたくは ないが逃げ道 さがしてた 

B0180 Ｓｈｏｗ あきかぜ モクセイの 香りをのせた 秋風に 髪なびかせる 君を想えり 

B0179 山 政治犯 政治犯 あの手この手で 逃げまくり  

B0178 山 喜寿 喜寿を過ぎ 米寿へ挑む 意気弾む 

B0177 山 川柳 川柳と ゆうくもの巣に ひっかかり 



B0176 山 親友 あの人に 合いたい里が 遠すぎる 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0175 Ｓｈｏｗ 昔は・・・ 秋風に なびく夕餉の うすけむり 

B0174 山猿 うん云　その通り 奇知に冨み 的を得た川柳 ありがとう 

B0173 山 苦労 便利さが 苦労の種を まき散らし 

B0172 山 遊び なごやかな ゲートボールや 缶ビール 

B0171 Show ねむい！ 昼下がり 春でもないのに 舟をこぐ 

B0170 山 初秋 朝夕の 風に初秋を ふと感じ 

B0169 山 夢 まだ夢が あるから歩む 欲の皮 

B0168 山 夢 あの夢も この夢も見て まだ未完 

B0167 gureko 電話 話す度 ストレスたまる 彼岸花 

B0166 gureko 宝くじ 宝くじ 当ててニートに なりたいな  

B0165 山 山びこ 山びこに 違う言葉を 期待する 

B0164 山 妻 妻似です うちの朝顔 二度寝する 

B0163 山 一服 一服が 多くて仕事 はかどらず 

B0162 ちょこ 意味はありません 山ん中 家を見つけた 海蔵で 

B0161 山 水害 ゲリラ雨 地球を壊す 大水害 

B0160 山 話し好き 話好き 集金ばあちゃん 腰を据え 

B0159 山 拍手 立場上 消化不良の 拍手する 

B0158 山 残暑 暑いですね 言われる度に 暑くなる 

B0157 山 ほろ酔い ほろ酔いを 仕込んで来たか まわる舌 



B0156 山 人とのつながり ほどほどの 人間になる 難しさ 

B0155 山 工夫 延命の 工夫見習い 暮らしたい 

B0154 山 薬 七色の 薬飲みわけ 守られる 

B0153 山 入れ歯 マイク持ち 入れ歯落ちそう 顎を上げ 

B0152 山 苦労人 トゲのある 言葉呑み込みこむ 苦労人 

B0151 山 人生 身の丈に 合った人生 前向きに 

B0150 Ｓｈｏｗ 夏休み ふるさとは まばゆいばかりの 空と海 思いは、はるか 十五の夏へ 

B0149 山 夏帽子 夏帽子 少し期待の ボケ防止 

B0148 山 セミ 昼寝時 なんとかならんか セミしぐれ 

B0147 山 見放され 老いにつれ 年寄り爺さん 見放され 

B0146 山 自由 不自由が あって自由の ありがたさ 

B0145 山 暇 暇過ぎて 脳も段々 軽くなる 

B0144 山 女房 我が家では 女房韓流 俺川柳 

B0143 山 元上司 名で呼ぶと 機嫌が悪い 元上司 

B0142 山 採血 採血は 馴れているのに 顔そむけ 

B0141 山 変化球 変化球 交わして命 生き延びる 

B0140 山 妻 百本の 杖より妻の 背が頼り 

B0139 山 節電 節電へ フル稼働する 扇風機 

B0138 山 地デジ アナルグを 地デジに替えた 世の移り 

B0137 山 物忘れ 振り向いた だけでポロリと 物忘れ 

B0136 山 気合い 帯ぎゅっと 結び女は 気合い入れ 



B0135 山 通院 医者通い 続けるうちは 良しとする 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0134 Ｓｈｏｗ 夏祭り うちわ手に 君をさがした 六月灯 

B0133 山 節電 短パンに アロハ登場 チョークール 

B0132 山 新札 新札を 折るとき少し 詫びを入れ 

B0131 山 たまねぎ 丹精の たまねぎ吊す 軒の下 

B0130 Ｓｈｏｗ 七夕 年一回 会いたいひとは 数知れず 

B0129 山 冬瓜 冬瓜の 実りを待ちて 思い出す 戦後の味噌汁 亡き母の味 

B0128 山 酒 ワンカップ だけなら女房 だまってる 

B0127 山 初鰹 初鰹 薬味たっぷり 生ジョッキ 

B0126 山 信頼 うるさがれ 煙たがれでも 当てにされ 

B0125 山 長命 長命を 信じお金を 貯めている 

B0124 山 派閥 党首たち 党派我が身の 垣はずせ 

B0123 山 緑のカーテン はよのびろ 少し遅めか エコすだれ 

B0122 山 梅雨 降るでなく 止むでもなくて 梅雨の空 

B0121 山 年金 年金に 小遣い仕分け トリミング 

B0120 山 句会 ひとときを ほどこす句会 ペンも冴え 

B0119 山 お金 金の要る 話になると 貝になる 

B0118 山 退職金 定年も 退職金もない 自営業 

B0117 山 原発 原子炉が 塩水呑んで 溺れ死ぬ 

B0116 山 原発 原発の 安全ベルト 規格外 



B0115 山 原発 電気好き されど原発 おそろしい 

B0114 山 長生き ほしいのは 健康長寿 塩加減 

B0113 山 風評 風評に トマト真っ赤と 怒ってる 

B0112 山 田植え 代掻きを おえてカエルの コンサート 

B0111 山 人生 まだ生きる やぶれ太鼓を 手でならし 

B0110 山 礼服 式服の 出番吉より 凶が増え 

B0109 山 メニー 時価という 言葉が重い お品書き 

B0108 山 同期会 同期会 若く化けたが 同じ年 

B0107 山 同期会 古希過ぎた 白髪と禿の 同期会 

B0106 山 友達 あの世では お友達よと 妻が言い 

B0105 山 友達 あの世では お 

B0104 山 内之浦 三岳山 国見黒尊 甫与志岳 

B0103 Show まさか あちこちと さがすメガネが 鼻の上 

B0102 山 名刺 肩書きが とれ毎日が 自由主義 

B0101 山 老後 美しく 老いよと無理な ことを言う 

B0100 山 長電話 さびしくて 振り込め犯と 長電話 

B0099 gureko うんざり プロポーズ あの日にかえって ことわりたい 

B0098 gureko ３０年後 マナーモードに 切りかえた 夫婦の口   

B0097 Show !!! あれこれと 思いをのせて 五七五 

B0096 山 カラオケ ピカピカの 衣装のわりに 暗い歌 

B0095 山 バラ 薔薇一輪 添えてばれてる 下心 



B0094 gureko 夫婦 あなただけ 言った私が あなたどけ 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0093 gureko 夫婦 離さない １０年経つと 話さない 

B0092 山 邪魔 居れば邪魔 出かけりゃ事故かと 気をもませ 

B0091 山 介護 アーンして むかしラブラブ いま介護 

B0090 山 古希 あちこちの 骨が鳴るなり 古希古希と 

B0089 山 妻 バラに似て妻も花散りトゲ残し 

B0088 Show さつき 桜から スミレ・バラへと 流れる季節 

B0087 gureko 心と命 助け合い 命を繋ぐ 被災の地 

B0086 gureko 福島県警の勇士 福島の 被爆恐れぬ 勇士たち 

B0085 ちろりん村 春～２０１１年 北国を 思うか無常の花吹雪 涙のごとく 流れ散りゆく 

B0084 ちろりん村 メッセージ～日本、奮い立たねば 立ち上がる 立ち向かう 立ち直る 信じてる 日本の力を底力を  

B0083 ちろりん村 感謝～震災未だなお 国難に 最前線にて挑む人あり 思えば苦し その身と心 

B0082 ちろりん村 日本、わたしたちの国 この国は 秩序と礼儀と勤勉の国 必ず復興遂げる 科学の国 

B0081 ちろりん村 未曾有の東北大震災 なにゆえに かくも怒るか地の神よ 非力な衆生 罪なきものを 

B0080 カレンダー 楽しみのHP 画面から めげないでよと 大演歌 

B0079 カレンダー 亡き人よ 微笑んで あなたを包む 優しさよ 

B0078 グレコ つぶやき、　ぼやき、知らんふり そんな事 いつ言ったーと つぶやいた 

B0077 グレコ カラオケサークル カラオケで 二次会もまた カラオケよ  

B0076 グレコ 心地よいこたつ寝 目がさめた こたつのままで 月曜日  

B0075 Show 春待ち 街角に 鬼は外と 響く夜は オリオン煌き 春遠からじ 



B0074 カレンダー 寒い かじかんで すっぽり丸く 貝になる 

B0073 ぐれこ 　春を待つ ブルブルの 冬のあとには 春が来る 

B0072 カレンダー 家電品 地デジ化と エコポイントで ゆらゆらり 

B0071 カレンダー 光る海 まばゆさが 小船乗らずも 伝わりて 

B0070 Show おっとと、まてまて ゆったりと 湯船につかり 虫の音を 聞く余裕さえ 失いかけり 

B0069 ぐれこ 思い出探し もう母の いない故郷 すきま風 

B0068 Show 若くいたい 今さらに 四十肩よと サバをよみ 

B0067 カレンダー 風邪 風邪ですか 手抜きのマスク 物言えぬ 

B0066 カレンダー 禁煙 たばこ減り いらぬ脂肪が 身をまとう 

B0065 Show noto たわむれに 秋の能登路を ブラブラと 

B0064 カレンダー 秋なのに 秋晴れに ひまわり畑 笑み誘う 

B0063 カレンダー 雨 ひと雨に 寒さ冷たさ 衣替え 

B0062 Show 十六夜 十六夜に 過ぎたるを知り 一歩ひく  

B0061 Show 中秋 名月に ゆれるススキと 虫のこえ 

B0060 Show ？？ ざわめいて 風のうわさが 何つげる？ 

B0059 カレンダー 郷の母 くしゃみが 誘う母への 電話かな 

B0058 カレンダー 秋 すすきより 稲穂が揺れる 帰り道 

B0057 山猿 季節の移ろい 蝉が止み あかねが飛んでも まだ極暑 

B0056 カレンダー まだ来ぬ秋 のれんだけ あかね空に 赤とんぼ 

B0055 Show 秋風 夏色の 想い背に乗せ 赤トンボ 

B0054 Show 苦悩 煩悩を かき消すように 蝉しぐれ 



B0053 dorachin 父 老い父がはよもどっこんかと呼ぶ声が 

NO 投稿者 タイトル 投稿句

B0052 ちろりん村 ・・・・・・・ Ｗ杯 輝くヒーロー 本田圭祐に 我が甥っ子は 顔だけ似てる 

B0051 ちろりん村 スポーツのちから～サッカー 南アW杯 遠き大陸に 夢散るも その健闘や大 感動も大  

B0050 Show 梅雨 アジサイに 心なごます 初夏の雨 

B0049 Show また君に恋してる いくたびも 季節を数え ふと思う 前にもまして 募る想いを 

B0048 Ｓｈｏｗ さつき 風そよぎ 心も晴れる 日もたまに 

B0047 グレコ 作り笑い 微笑にもいろいろあって 今日の罪 

B0046 グレコ どっちかな あなたしか みえぬしあわせ ふしあわせ  

B0045 カレンダー 三月 雨に泣き 風にあおられ 去りし月 

B0044 やっとかめ 川柳 桜咲き あの頃の君 また思う 

B0043 カレンダー 桜 装いて 恋し人待つ 桜かな 

B0042 Ｓｈｏｗ 春の嵐 春雷に 夢破られて 朝寝坊 

B0041 Show はるさめ 早春の やさしき雨に 君想う 

B0040 カレンダー 春 透かし見る 目ざめの奏で うぐいすや 

B0039 ちろりん村 
2010年冬五輪おめでとう高橋大輔さ

ん
その涙 気高く清ら 氷上に 刻むステップ 栄光への道 

B0038 カレンダー 春 あたふたと 寒さ逃げりゃ 歓喜花 

B0037 カレンダー 生きる 私には ぬるい生活 生きるすべ 

B0036 やっとかめ 川柳 もう2月 もたもたするな 頑張ろう 

B0035 Show 節分 福を呼ぶ 声が響くよ 家々に 

B0034 Ｓｈｏｗ もうすぐ春 赤紅に めじろを誘う 寒椿 



B0033 Ｓｈｏｗ 春待ち人 さまざまな 望みを胸に 春を待つ 

B0032 カレンダー 霜柱 一面の 霜野に陽さし 郷の如し 

B0031 カレンダー パソコン 雪降るも 菜の花畑 春が来る 

B0030 やっとかめ 川柳 新年に 今年こそはと 願い込め 

B0029 グレコ　 心に響く除夜の鐘 鐘の声 煩悩祓う しみじみと 

B0028 グレコ　 除夜の鐘の音を聞きしみじみと 鐘の音 煩悩はらう 我が心 

B0027 Ｓｈｏｗ 初日の出 初春の 朝日に祈る あれこれと 

B0026 ちろりん村 さよなら2009年 年がゆく 季節が月が 日が時が 来たりて揺らし 流れて去りぬ  

B0025 Ｓｈｏｗ 年の瀬 またひとつ 季節を数え しみじみと 

B0024 Show 雨 さざんかを 散らして 細い雨の朝 

B0023 グレコ　 宇宙研時代の訪問者 尋ね人 来たりて語る 宇宙研  

B0022 やっとかめ 川柳 遠くとも 今も待ってる 故郷は 

B0021 やっとかめ 川柳 ふるさとを こころにきざみ いまいきる 

B0020 カレンダー ウォーキング 朝夕に 無言で歩く 夫婦かな 

B0019 Show 秋雨 いとしげに コスモス濡らす 秋の雨 

B0018 Show ああ・・ この胸を 知ってか知らずか 十六夜の月 

B0017 ちろりん村 運動会～セピア色の記憶 賞品は ノートえんぴつ 小さき賞状 内之浦小 大運動会  

B0016 ちろりん村 運動会～万国旗の記憶とともに どこまでも 見上げる空は 紺碧の 空気は清冽 運動会の朝 

B0015 Show aki 焼きイモの 匂い漂う 野辺の道 

B0014 やっとかめ 川柳 故郷に 続くこの空 秋の風 

B0013 Show あき 秋風に あの日が変わる セピア色 



B0012 Show あき 山里に 夕餉のけむり 赤とんぼ 

B0011 やっとかめ 川柳 故郷に、育てられつつ、老いて行く。 

B0010 カレンダー 同窓会 面影を 求めて捜す 君の顔 

B0009 Show 十五夜 隊列で 十五夜さんの 寄付もらい 

B0008 Show いまごろになって なぜ今に 心ゆさぶる さだまさし 

B0007 Show お盆 ちちはは（父母）と 君思い出す お盆かな 

B0006 やっとかめ 川柳 海 川と遊んだあのころは、今は涼しくなる夕暮れに出かけ 

B0005 わん ヤマミミズ やまみみひぃっ、遠足の帰えい道ち、仁王立っ！ 

B0004 やっとかめ 川柳 都会に出てみて、田舎に暮らす人々の逞しさを知る 

B0003 ポコポコ 訂正 今は亡き 父母想う 盆近し 

B0002 ポコポコ 七月盆に思い(-_-) 今は無き 父母思う 盆近し 

B0001 ポコポコ 今の世は(T_T) 今一度 思い起せよ 知覧文 


